
平成２１年５月１３日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H21.4.30現在）

平成21年度（今年度）

平成20年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「4月発生件数」は、4/1～4/30の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～4/30の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～4/30の累計人数を示す。
注5）平成21年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。

■問合せ先：企画部　技術調査課  渡辺・平井　　（TEL　０４８－６００－１３３２）

工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することの
ないように工事事故概要を皆様にお知らせ致します。
　本資料を活用し、請負業者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお
願い致します。
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別紙－１
発生日時 平成 21 年 4 月 10 日 （ 金 ） 13 時 30 分
工事情報
被災の状況

公園系事務所　　業務

管理車両にて園内の点検中、切株に乗り上げ、貸与車両を損傷。

－
性別 年齢

管理車両（貸与車両）損傷
職種

天候 晴

事故概要

被災の程度
－ －

【速報段階での事故発生原因（推察）】
・園内点検ルートの事前確認不足。

・管理車両にて園内の点検作業を行って
いた。
・竹やぶの中に車で進入し、切株に気付
かず乗り上げた。
・後進して脱出を試みたが、切株がバン
パーに引っ掛かり、損傷させた。

現場状況図

貸与車両損傷状況

貸与車両にて進入



別紙－２
発生日時 平成 21 年 4 月 13 日 （ 月 ） 11 時 30 分
工事情報
被災の状況

道路系事務所　　維持修繕

事故概要

天候 晴

性別 年齢 職種 被災の程度
男 45 作業員 右眼横の裂傷　左鎖骨骨折

トラックの荷台にガードパイプを積み、作業員を乗せたまま移動したところ、積んでいたガードパイ
プと共に作業員が落下した。

【速報段階での事故発生原因（推察）】

・荷台に人を乗せたまま発進したこと。
・積荷を固定してなかったこと。

事故再現写真

・車道横に設置するためのガードパイプを運搬していた。
・設置予定箇所にガードパイプを順次降ろす作業を行った。
・ガードパイプを降ろし、次の設置箇所に向かう際、作業員がトラックの荷台
に乗ったまま発進したところ、作業員とガードパイプが地面に落下した。

落下



別紙－３
発生日時 平成 21 年 4 月 24 日 （ 金 ） 16 時 04 分
工事情報
被災の状況

天候 晴

年齢 職種
公園系事務所　　造園

事故概要 肩掛式草刈機で草刈り作業中、周囲にあった枯枝に接触し、自分に跳ね返ってきたもの。

被災の程度
男 60 作業員 作業員切り傷　（膝下に7cmの傷）　数針縫う
性別

事故発生状況

【速報段階での事故発生原因（推察）】

・作業前、現地の状況確認が不十分であったこと。

・笹（刈高15cm程度）の伐採作業を
行っていた。
・作業前には防護具を着用してい
た。
・笹に隠れていた枯木（直径3cm、長
さ50cm程度）に刃が接触し枯木が跳
ね飛び、作業員の膝下に直撃した。

現場状況

接触



別紙－４
発生日時 平成 21 年 4 月 27 日 （ 月 ） 14 時 30 分
工事情報
被災の状況

ハンドガイドにて除草作業中、近隣の民家の窓ガラスに飛び石し、破損させたもの。

職種 被災の程度
－ － － 民家窓ガラス破損

天候 晴
河川系事務所　　維持修繕
性別 年齢

事故概要

事故発生状況

【速報段階での事故発生原因（推察）】

・近隣に対する安全対策が不十分

・ハンドガイドを使用して堤防の
除草作業を行っていた。

・近隣住民より「窓ガラスが割
れている」との通報有り。
（堤防からの距離は５～６ｍ）

・近隣に対する飛散防止対策
は行っていなかった。

損傷状況


